
様式７　授業改善プロジェクト アクション・リサーチのまとめ 英語教員指導力向上研修

氏名

31 名

3 時間

 クラスの様子・特徴

A 授業の観察 B　生徒による授業評価 C 学力データ

リサーチについての問合せ先：　

３年２組

3年生 SUNSHINE　ENGLISH　COURSE　３（開隆堂）

19100 文野　美和受講番号 学校名 清水中学校

研究の成果

 科目名 使用教科書名

本年度より担当となった学年。該当クラスは全体的におとなしく受け身で反応も少ない。英語に苦手意識があり「わからん」とあきらめている生徒がいる。男女は仲
が良く、ペア活動はよくできる。

ノートをとったり、単語や文を書いて覚える等の地道な作業をいやがる生徒や、真面目だが受け身の授業になっている生徒がいる。

英語に苦手意識のある生徒が多いクラスで、どのようにすれば、既習の単語や文型を使って身近なことを表現できるようになるか

仮説３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 実践３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 検証３
ペアで会話し既習の表現を繰り返し使う機会を設ける
ことで表現力が定着するのではないか。

毎時間既習の表現を用い、ペアでQ＆Aを行ってい
る。最初は例文通りでもかまわず、だんだん自己表現
に近づける。慣れればつなぎことばも使えるように指導
している。

毎時間ペアで会話練習を行っているが、５０分の授業
の中で生徒たちが特に生き生き活動できている時間で
はないだろうか。ALTとの１対１のインタヴューテストにも
積極的に取り組む姿が見られた。例文をまるおぼえして
答えるなど、本当の自己表現まではまだつながっていな
い生徒もいるが、ある程度のパターンは覚えているので
今後さらに自分自身のことを表現できるようにしていき
たい。

語彙力を増やしたり、基本文を読み書きして基礎・基
本の学習を徹底させれば、英語に対する苦手意識が
薄れ、意欲・関心が高まるのではないか

中学英語必修１００語をプリントし、いつでも復習・練
習が出来るように渡した。また、家庭学習が定着して
いない生徒もいるので、書く時間を授業中確保してい
る。新出単語をフラッシュカードで何度も繰り返し発音
させ、パートごとに単語テスト（ディクテーション）を行っ
た。その際簡単なフォニックスで音とスペルの関係をつ
かませるようにした。

新出単語を繰り返し発音させることで、大きな声が出
始めた。英語が苦手な男子生徒がテスト前に教科書
やワークを見ながら単語を覚えている姿がよく見られた。
中学英語必修１００語を２学期にテストした。１度に１
００問なので難しいとは思ったが、自主的に再チャレンジ
する生徒もいた。１００語を覚えたことで自信がついた
り、「実力テストの長文が読めてわかった」と言う声も聞
かれた。

検証２
教科書を繰り返し読んだり、スラッシュリーディングで語
順の定着が図れるのではないか。

自信を持って単語や文が読めれば声が出しやすくなる
と考え、B4　１枚にA（ルビ付き）B（英文のみ）C（一
部日本語）D（日本語訳）E（英語の語順の日本語
訳）のリーディングシートを各パートごとに作成。授業で
はAかBを使用して音読練習をした。スラッシュリーディ
ング、リピーティング、シャドーイング、日本語を聞いて
英文を読む等繰り返し読むのにあきないよう工夫し
た。

A、Bのどちらを読んでいるか他の生徒にはわからないの
で声を出しやすく音読の声がだんだん大きくなってきた。
紙面上Aにはスラッシュを入れていないので日本語を聞
いて英語を読むときはどこで切っていいのかわからず声が
小さくなる。自分でスラッシュを入れたり、Cで読めるよう
家で練習したりと、それぞれが工夫して読んでいる。ペア
でチェックさせたときはほとんどの生徒が　Bで読もうとして
いた。

仮説２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 実践２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

問題の確定

予備調査

ほとんどの生徒は真面目に取り組めている。ペア
活動や「いちごテスト（単語テスト）」には意欲的
だが、音読や口頭練習の声が小さい。あきらめ
や自信のなさからか反応も弱く感じる。

アンケートによると生徒たちがつけたいと思ってい
る力は、読解力、英文を書く力、リスニング力、
単語を書く力が上位を占めた。英語が「嫌い」
な生徒が半数いるが、Writing Practiceやいち
ごテストは好きな活動や役に立つ活動だと思っ
ている。

職場電話

単語を覚えることで、テストの点があがったり英文を読んだり書いたりできるようになったと感じる生徒が増え、授業への取り組みもよくなった。語順についても、特に２
学期はSVOOやSVOC、後置修飾、関係代名詞など決まった順番で並べなければならない基本文型が多く、生徒たちには語順に気を付ければある程度の英文
が作れるのでわかりやすかったようだ。定期テストの平均点もあがり、「英語が好き」「どちらかと言えば好き」な生徒が　１３名　→　２１名に増えたのが何よりもうれし
い成果である。

「英語が好き」「楽しい」という生徒が増えた反面、やはり「大嫌い！」という生徒も４名いる。　嫌い　→　勉強したくない　→　わからん　→　嫌い　の悪循環に陥っ
ている。個々の生徒にあった声かけや指導を考えていきたい。また、ペア活動やグループ学習をもっと多く取り入れなかま同士の関わりの中で自己表現力やコミュニ
ケーション能力につなげていけるよう授業を改善していきたい。
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今後の授業改善の課題

検証１

仮説・実践・検証

昨年度末に行ったＣＲＴの結果によると『英文を
書く時の決まり』の正答率が極端に低い。範囲の
決まった中間や期末テストでも単語や文を書く問
題に苦手意識のある生徒や意欲に欠ける生徒
がいる。

研究の背景

リサーチ・クエスチョン

仮説１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 実践１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒

単位数（授業時数）

 研究対象（学年、クラス等） 生徒数


